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“Admitted to or holding a university degree”、名詞として“One who has obtained a degree 
from a university, college or other authority conferring degrees”の意をもち、辞書記載の用例
はいずれも15世紀後半にまで遡る（Simpson & Weiner 1989: vii‒729）。これに対してundergraduate
は、1630年の用例を最古として、“A student in a university who has not yet taken a degree, and 
















































































































































































































































　オーストリア出身の経済学者フリッツ・マッハルプがThe production and distribution of 
10）教育政策と「知識社会」「知識基盤社会」論の関連については小林（2001）；大場（2011）も参照。
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の再構築を提言していることである（Bell 1966, cf. 扇谷・福田 1969）。つまり、経済の上の知
識社会化は制度上の専門分化をさらに進めるものであり、だからこそ

























































































重要となってくると考えられる」（中央教育審議会 2005： 1 ， 4 － 5 ）。先の「21世紀型市民」
とは、実に、こうした状況認識を背景として提言された人間像であった。
　しかし、これは本当に一般教育にかわる学士課程教育の理念として十分なものだろうか。
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